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・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
地
震
等
の
災
害
対
策
は
、
行
政

と
し
て
の
当
然
の
責
務
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

②
地
震
等
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
市

民
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
製
に

つ
い
て

③
耐
震
構
造
住
宅
の
奨
励
と
耐
震

補
強
工
事
の
助
成
、
支
援
対
策
に

つ
い
て

・
答
弁
（
総
務
部
長
）

①
地
震
等
の
災
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
に
は
、
消
防
や
警
察
の

活
動
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の

日
頃
の
備
え
や
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
防
災
訓

練
の
実
施
や
自
主
防
災
の
組
織
化

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
小
学
校
単
位
で
の
自

主
防
災
の
組
織
化
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

訓
練
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

②
地
震
等
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
消
防
活
動
、
救
急
救
助
、

医
療
救
護
、
交
通
規
制
、
住
民
の

避
難
保
護
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
等
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
が
必

要
と
な
る
た
め
、
現
在
見
直
し
を

進
め
て
い
る
地
域
防
災
計
画
と
あ

わ
せ
て
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
製

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
一
人
が
災
害

・
質
問　

市
の
財
政
危
機
を
市
民

に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
協
力
を

求
め
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
施

策
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

①
市
の
財
政
や
財
務
を
は
っ
き
り

示
す
貸
借
対
照
表
を
作
成
し
、
市

民
に
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

②
三
年
間
の
予
算
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
市
民
に
公
表

し
て
は
ど
う
か
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

①
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
毎

年
二
月
と
八
月
に
「
羽
生
市
の
財

政
事
情
」
と
し
て
公
表
し
て
お
り
、

二
月
に
は
予
算
に
対
す
る
収
入
及

び
支
出
の
執
行
状
況
、
住
民
負
担

の
状
況
、
財
産
及
び
公
債
費
の
現

在
高
に
つ
い
て
、
八
月
に
は
二
月

の
内
容
に
加
え
て
、
前
年
度
の
決

算
見
込
み
を
ま
と
め
た
も
の
を
告

示
す
る
と
と
も
に
、
広
報
は
に
ゅ

う
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
企
業
会
計
の

観
点
か
ら
財
政
状
況
を
検
討
す
る

新
た
な
手
段
と
し
て
、
作
成
、
公

表
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

る
。
当
市
に
お
い
て
も
平
成
十
三

年
度
か
ら
十
五
年
度
ま
で
の
貸
借

対
照
表
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
年
度
内
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
し
て
公
表
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
、
自
主
自
立
に
向
け
た
財

政
運
営
を
目
指
し
、
事
務
事
業
の

評
価
や
補
助
金
の
適
正
化
を
推
進

す
る
な
か
で
、
平
成
二
十
一
年
度

ま
で
の
五
年
間
を
見
据
え
た
中
期

財
政
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
中
期
財
政
計
画
は
、
現
在
、

平
成
十
七
年
度
予
算
編
成
の
途
中

で
あ
る
た
め
、
予
算
案
の
数
値
が

あ
る
程
度
固
ま
る
時
期
に
並
行
し

て
作
成
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
影
響
や

経
済
情
勢
が
反
映
す
る
収
入
見
通

し
な
ど
、
不
確
定
な
要
素
が
か
な

り
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
の
予

算
編
成
に
連
動
し
、
修
正
さ
れ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
直
面
し
て
い
る
財
政
危
機

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
期
財
政

計
画
が
で
き
あ
が
り
次
第
、
広
報

は
に
ゅ
う
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
分
か
り
や
す
い
形
で
公
表
し

て
い
き
た
い
。

　
　

�

・
教
育
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

に
対
す
る
知
識
や
心
構
え
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

市
民
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
製
、

配
布
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

③
耐
震
構
造
住
宅
の
奨
励
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
建
設

課
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
相

談
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
の
助
成
、

支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
十
分
研
究
し
て
い
き

た
い
。

　
　

�

・
学
校
運
営
協
議
会
の
導
入
に
つ

い
て

・
幼
児
教
育
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

地
震
等
災
害
対
策

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

齋
藤　
　

隆
議
員

自
主
自
立
の
財
政
再
建
を

　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

大
貫　
　

巖
議
員

中越地震による倒壊家屋（新潟県川口町）


